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岩
手
県
立
盛
岡
第
一
高
等
学
校

国
語
科

指
導
案

実
施
日

平
成
十
五
年

十
月
十
七
日

実
施
ク
ラ
ス

普
通
科

一
年
二
組

指
導
者

及
川

浩
純

科

目

名

国
語
総
合
（
現
代
文
）

指

導

領

域

「
読
む
こ
と
」

探
求

国
語
総
合
（
現
代
文
・
表
現
編
）

単

元

名

詩
歌

教

材

名

「
宮
沢
賢
治
詩
抄

『
高
原

『
岩
手
山

」

』

』

指
導
事
項

・
イ

文
章
を
読
ん
で
、
構
成
を
確
か
め
た
り
表
現
の
特
色
を
と
ら
え
た
り
す
る
。

・
ウ

文
章
に
描
か
れ
た
人
物
、
情
景
、
心
情
な
ど
を
表
現
に
即
し
て
読
み
味
わ
う
。

・
詩
の
言
葉
が
つ
く
り
出
す
イ
メ
ー
ジ
や
情
感
を
味
わ
う
。

単
元
の
目
標

・
詩
の
言
葉
に
託
し
た
作
者
の
「
思
い
」
を
読
み
と
る
。

・
作
品
の
背
景
と
な
る
作
者
の
人
生
や
価
値
観
を
学
ぶ
。

評
価
観
点
と

・

関
心
・
意
欲
・
態
度
」
…
事
前
の
調
べ
学
習
に
お
い
て
、
朗
読
の
仕
方
を
工
夫
し
、
情
報
を
整
理
し
て
収
集
し
て
い
る
。

「

評
価
規
準

・

読
む
能
力
」
…
表
現
の
特
色
と
そ
の
効
果
を
理
解
し
、
作
品
の
情
景
、
作
者
の
心
情
を
的
確
に
読
み
と
っ
て
い
る
。

「
・
指
導
事
項
イ
…
一
・
二
期
に
お
い
て
随
想
、
評
論
、
小
説
教
材
の
表
現
の
特
色
に
触
れ
、
三
期
以
降
は
更
に
そ
の
理
解
を
深
め

年
間
指
導
計
画
に

て
い
く
途
上
に
お
い
て
、
詩
歌
表
現
の
醸
し
出
す
独
特
の
作
品
世
界
を
味
わ
う
。

お
け
る
位
置
付
け

・
指
導
事
項
ウ
…
こ
れ
ま
で
四
つ
の
小
説
教
材
に
お
い
て
、
人
物
、
事
件
、
背
景
の
把
握
と
的
確
な
心
情
理
解
を
指
導
し
て
き
た

、

、

。

が

詩
歌
教
材
に
お
い
て
は

作
者
の
生
涯
や
価
値
観
を
背
景
と
し
た
情
感
や
作
品
意
図
の
読
み
と
り
を
行
う

（

）「

」「

」

、

。

・
一
時
間
目

本
時

高
原

岩
手
山

…
方
言
の
効
用
を
理
解
し

詩
の
言
葉
が
と
ら
え
た
イ
メ
ー
ジ
の
特
異
性
を
味
わ
う

単
元
の

・
二
・
三
時
間
目
「
永
訣
の
朝
」
…
詩
の
構
成
や
情
景
描
写
の
特
徴
を
理
解
す
る
。

指
導
計
画

・
四
時
間
目
「
雪
」
…
短
詩
の
魅
力
で
あ
る
「
連
想
」
の
効
果
を
味
わ
う
。

・
五
時
間
目
「
崖
」
…
作
品
の
背
景
と
作
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
と
る
。

・
六
時
間
目
「
こ
の
部
屋
を
出
て
ゆ
く
」
…
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
表
現
を
味
わ
い
、
作
品
の
持
つ
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
理
解
す
る
。

・
方
言
を
含
む
音
声
表
現
の
面
白
さ
、
効
果
を
味
わ
い
、
情
景
、
情
感
を
読
み
と
る
。

本
時
の
目
標

・
詩
の
言
葉
の
特
徴
と
作
者
の
視
点
の
移
動
を
読
み
と
り
、
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
「
思
い
」
を
理
解
す
る
。

・
宮
沢
賢
治
の
生
涯
と
作
品
の
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

学

習

活

動

評
価
の
規
準
と

過
程

指
導
内
容

指

導

者

学

習

者

評
価
方
法

調
べ
学
習
リ
ポ

生
徒
の
調
べ
学
習
リ
ポ
ー
ト
を
も
と
に
、

事
前
に
配
布
さ
れ
た
調
べ
学
習
リ
ポ
ー
ト
か
ら
、
宮

基
…
宮
沢
賢
治
に
つ
い

入

ー
ト
に
よ
り
、

宮
沢
賢
治
の
生
涯
に
つ
い
て
、
生
徒
の
印

沢
賢
治
に
つ
い
て
新
た
に
知
っ
た
こ
と
や
意
外
だ
っ

て
の
知
識
を
深
め

作
者
と
作
品
へ

象
や
感
想
を
聞
く
。

た
こ
と
、
感
銘
を
受
け
た
こ
と
な
ど
を
発
表
す
る
。

て
い
る
。

導

の
関
心
を
高
め

評
…
二
つ
以
上
の
事
項

る
。

が
発
表
で
き
る
。

「
高
原
」

「
高
原
」

「
高
原
」

「
高
原
」

②
基
…
方
言
の
効
果
を

。

①
音
声
表
現
の

①
生
徒
の
朗
読
テ
ー
プ
を
発
表
す
る
。

①
音
声
表
現
の
面
白
さ
と
作
品
の
リ
ズ
ム
を
味
わ
う

理
解
し
て
い
る

面
白
さ
を
味

評
…
「
素
朴
さ

「
リ

」

わ
う
。

ズ
ミ
カ
ル
」
と

画

い
っ
た
点
が
指

②
方
言
の
効
用

②
方
言
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
考
え

②
方
言
が
詩
に
対
し
て
持
つ
効
果
を
考
察
し
て
発
表

摘
で
き
る
。

に
つ
い
て
理

さ
せ
、
方
言
が
詩
に
用
い
ら
れ
た
場
合

す
る
。

③
基
…
情
景
、
心
情
を

。

計

解
す
る
。

の
効
果
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。

理
解
し
て
い
る

評
…
「
太
陽
を
受
け

③
情
景
、
情
感

③
「
鹿
踊
」
の
ビ
デ
オ
を
見
せ
、
詩
に
描

③
「
光
る
山
」
が
ど
の
よ
う
に
「
光
」
っ
て
い
た
の

て
光
り
輝
く
風

導

を
読
み
と
る

か
れ
た
情
景
と
、
作
者
の
心
情
に
つ
い

か
考
え
、
作
者
の
心
情
を
発
表
す
る
。

に
う
ね
る
草
原

て
考
え
さ
せ
る
。

＝
広
大
な
海
原

④
朗
読
の
効
果

④
作
者
の
心
情
を
効
果
的
に
表
現
す
る
朗

④
朗
読
テ
ー
プ
の
中
で
、
最
も
作
者
の
心
情
を
効
果

と
波

「
躍
り

」

指

開

的
な
方
法
を

読
の
工
夫
を
さ
せ
る
。

的
に
表
現
す
る
読
み
方
は
ど
れ
か
考
え
て
発
表
す

上
が
り
た
く
な

理
解
す
る
。

る
。

る
よ
う
な
爽
快

感
、
躍
動
感
、

習

「
岩
手
山
」

「
岩
手
山
」

「
岩
手
山
」

自
然
と
の
一
体

感
」
等
が
指
摘

①
作
者
の
イ
メ

①
岩
手
山
の
写
真
数
葉
を
見
せ
、
一
般
的

①
一
般
的
な
岩
手
山
の
イ
メ
ー
ジ
を
発
表
し
、
作
品

で
き
る
。

学

ー
ジ
の
特
異

な
岩
手
山
の
イ
メ
ー
ジ
と
詩
の
特
異
な

の
イ
メ
ー
ジ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
意
識
す
る
。

「
岩
手
山
」

性
を
把
握
す

イ
メ
ー
ジ
の
差
異
を
印
象
づ
け
る
。

②
基
…
詩
の
言
葉
の
特

る
。

徴
を
理
解
し
て

の

い
る
。

②
詩
の
言
葉
の

②
構
成
の
特
徴
、
詩
的
言
語
の
特
徴
を
把

②
対
句
形
式
、
科
学
用
語
の
使
用
に
つ
い
て
指
摘
す

評
…
一
・
二
行
目
と

特
徴
を
読
み

握
さ
せ
る
。

る
。

三
・
四
行
目
の

時

と
る
。

対
句
的
構
成
、

「
散
乱
反
射
」

③
作
者
の
視
点

③
一
・
二
行
目
と
三
・
四
行
目
で
作
者
の

③
視
点
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
、
考
察

「
微
塵
系
列
」

本

の
移
動
を
読

視
点
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
て
い

し
て
発
表
す
る
。

と
い
う
科
学
用

展

み
と
る
。

る
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
。

語
が
指
摘
で
き

る
。

④
作
者
の
生
涯

④
調
べ
学
習
リ
ポ
ー
ト
を
も
と
に
、
作
品

④
「
古
ぼ
け
て
黒
く
ゑ
ぐ
る
も
の

「
き
た
な
く
し

③
基
…
視
点
の
移
動
を

」

。

を
背
景
に
し

の
言
葉
が
意
味
す
る
も
の
を
考
え
さ
せ

ろ
く
澱
む
も
の
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
調
べ

理
解
し
て
い
る

て
作
品
を
解

る
。

学
習
リ
ポ
ー
ト
を
参
考
に
考
察
し
て
発
表
す
る
。

評
…
「
見
上
げ
る
視

釈
す
る
。

点

「
見
下
ろ

」

す
視
点
」
が
指

摘
で
き
る
。

④
基
…
詩
の
言
葉
が
意

味
す
る
も
の
を

。

考
察
し
て
い
る

評
…
「
父
に
象
徴
さ

れ
る
旧
弊

「
肉

」

体
的
欲
求
」
等

。

が
指
摘
で
き
る

め

①
方
言
の
効
果

①
方
言
が
詩
に
も
た
ら
す
効
果
を
、
次
の

①
「
永
訣
の
朝
」
を
朗
読
し
、
方
言
部
分
の
効
果
に

を
味
わ
う
。

「
永
訣
の
朝
」
で
確
認
す
る
。

つ
い
て
考
察
す
る
。

と

②
宮
沢
賢
治
の

②
宮
沢
賢
治
の
他
の
作
品
を
紹
介
す
る
。

②
宮
沢
賢
治
の
特
徴
的
な
詩
的
言
語
を
指
摘
す
る
。

独
特
な
作
品

ま

の
言
葉
を
味

わ
う
。

考

・
言
語
活
動
例
…
「
書
く
こ
と
」
イ
（
ウ
）
本
を
読
ん
で
そ
の
紹
介
を
書
い
た
り
、
課
題
に
つ
い
て
収
集
し
た
情
報
を
整
理
し
て
記
録
や
報
告
な

備

ど
を
書
い
た
り
す
る
。

・
補
助
教
材
…
調
べ
学
習
リ
ポ
ー
ト
「
宮
沢
賢
治
年
譜

「
岩
手
山
と
賢
治

「
父
・
政
次
郎
と
賢
治

「
賢
治
の
『
禁
欲

・
女
性
観
・
恋
愛
観
」

」

」

」

』






























